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コロナ死者数最多の大阪から

入
院
で
き
ず
施
設
内
で
死
亡
も

　
調
査
時
期
は
、
４
月
１３
日

か
ら
２５
日
。
コ
ロ
ナ
患
者
受

入
病
院
に
つ
い
て
、
病
床
使

用
率
ピ
ー
ク
時
（
２
月
２７
日

に
７５
・
２
％
）
に
病
床
を
確

保
し
て
い
た
５０
病
院
を
対
象

に
実
施
し
、
３３
病
院
（
６６
％
）

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　
調
査
結
果
は
、
京
都
新
聞

（
5
月
14
日
）
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
第
6
波
　
急
変
、
入
院
で

き
ず
死
亡
15
人
」
と
大
き
く

報
道
し
た
。
朝
日
新
聞
も
5

月
20
日
に
報
道
し
た
。

３
割
が
確
保
病
床
数

を
超
え
て
受
け
入
れ

　
厚
労
省
資
料
で
は
、
京
都

府
は
５０
病
院
８
１
３
床
を
確

保
病
床
と
あ
る
が
、
京
都
府

は
９
０
４
床
（
１
１
０
床
の

入
院
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

繰
入
、
妊
婦
等
配
慮
を
要
す

る
専
用
病
床
２０
床
を
除
く
）

と
し
て
お
り
、
使
用
率
の
分

母
と
な
る
。

人
を
確
実
に
入
院
で
き
る
よ

う
振
り
分
け
る
こ
と
」
４８
％
、

「
高
齢
者
施
設
入
所
中
の
方

に
も
医
療
を
保
障
で
き
る
体

制
整
備
」
３６
％
、「
入
院
待
機

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ル
稼
働
」

「
正
確
な
デ
ー
タ
の
公
表
」
が

２７
％
だ
っ
た
。

　「
そ
の
他
」
の
記
述
で
は
、

▽
補
助
金
（
機
器
整
備
費
）

の
充
実
▽
財
政
支
援
の
強
化

▽
入
院
公
費
請
求
に
対
し
て

迅
速
な
対
応
を
望
む
▽
訪
問

診
療
の
充
実
―
な
ど
が
あ
っ

た
（
図
）。

施
設
半
数
超
で
利
用

者
が
感
染

　
高
齢
者
施
設
へ
の
調
査
で

は
、
京
都
府
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
（
１
６
０
）、
老

人
保
健
施
設
（
６９
）、
障
害
者

大
阪
府
職
労
執
行
委
員
長
　
小
松
康
則

保
健
所
職
員
数
も
ワ
ー
ス
ト
1

（
１７
％
）
で
あ
り
、
利
用
者
・

職
員
双
方
に
出
た
の
は
５０
施

設
（
４２
％
）
と
な
る
。
感
染

者
の
実
数
は
利
用
者
９
４
８

人
、
ス
タ
ッ
フ
６
３
１
人
と

な
る
。

　
感
染
し
た
利
用
者
が
い
る

６５
施
設
の
う
ち
、「
施
設
内
で

治
療
（
往
診
等
）」
は
３７
施
設

（
５７
％
）、「
入
院
し
て
治
療
」

は
３６
施
設
（
５５
％
）
だ
が
、

前
者
は
７
０
３
人
、
後
者
は

１
４
８
人
と
施
設
内
治
療
者

が
大
き
く
上
回
っ
た
。

施
設
内
で
の
陽
性
者

ケ
ア
は
不
可
能

　
施
設
内
で
治
療
や
経
過
観

察
中
に
症
状
が
急
変
し
た
方

が
い
た
の
は
、
２０
施
設
５３
人
。

こ
の
う
ち
「
入
院
で
き
た
」

の
は
１４
人
に
と
ど
ま
り
、「
入

院
で
き
ず
死
亡
」
が
１５
人
、

「
入
院
で
き
な
か
っ
た
」
９

人
、「
そ
も
そ
も
救
急
車
を
出

せ
な
い
と
言
わ
れ
た
」
が
２

人
で
、
記
載
な
し
１３
人
。
入

院
で
き
ず
に
死
亡
し
た
例
が

最
も
多
い
施
設
は
７
人
、
次

い
で
４
人
で
い
ず
れ
も
特

養
。
救
急
車
を
出
せ
な
い
と

言
わ
れ
た
の
は
２
例
と
も
京

都
市
の
施
設
で
あ
っ
た
。

　
当
該
施
設
の
意
見
欄
に

は
、
入
院
で
き
ず
死
亡
者
を

出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
と
も

に
、「
施
設
で
の
陽
性
者
ケ
ア

は
不
可
能
」「
陽
性
者
は
入
院

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
悲
痛

な
訴
え
や
、
施
設
内
で
の
感

染
の
広
が
り
を
抑
え
る
た
め

に
も
「
検
査
結
果
を
早
く
知

ら
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声

が
多
数
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
政
府
の
答

弁
な
ど
で
よ

く
聞
か
れ
る

言
葉
で
、
個

人
的
に
非
常
に
気
に
な
る
の
が

「
想
定
外
の
事
態
」「
議
論
す
る

状
態
で
は
な
い
」。
ど
ん
な
こ

と
も
議
論
は
常
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
が
、
そ
の
一
方
で

い
ざ
議
論
が
始
ま
る
と
結
論
あ

り
き
で
、
遮
二
無
二
そ
の
結
論

に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
。
も
っ
と
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態

か
ら
議
論
が
で
き
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
。
た
だ
し
、
我
々
国
民

も
議
論
が
下
手
だ
。
昔
か
ら
知

ら
な
い
人
と
政
治
の
話
と
宗
教

の
話
は
す
る
な
と
言
わ
れ
て
い

る
▼
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

紛
争
状
態
に
な
っ
て
い
る
が
、

日
本
の
国
防
に
つ
い
て
も
国
民

的
議
論
が
必
要
だ
。
改
憲
賛
成

＝
軍
国
主
義
、
護
憲
＝
反
日
の

よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
決

め
つ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
を
認
め
て
議
論
す
る

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
ど
さ
く

さ
紛
れ
の
改
憲
論
議
は
ご
め
ん

だ
▼
話
は
大
き
く
変
わ
る
が
、

気
に
な
る
こ
と
と
い
え
ば
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
2
0
2
3
年
10

月
か
ら
始
ま
る
。
開
業
医
へ
の

直
接
的
な
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
制

度
に
よ
り
個
人
商
店
や
個
人
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
消
費
税
の
仕
入

税
額
控
除
を
要
す
る
顧
客
を
持

つ
個
人
事
業
主
は
、
小
規
模
で

あ
っ
て
も
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行

が
求
め
ら
れ
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
す
る
た
め
に
消
費
税
課

税
事
業
者
に
な
る
か
廃
業
す
る

か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
▼
い
ず

れ
に
し
ろ
、
消
費
税
免
税
事
業

者
数
は
激
減
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
免
税
事
業
者
と
し
て
の

発
言
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
注

意
が
必
要
だ
。 

（
内
）

　
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
「
専
門
家
」
会
議
の

機
能
強
化

　
ⅰ
開
催
状
況
、
議
事
録
の
原

則
公
開

　
ⅱ
感
染
症
を
専
門
と
す
る
医

師
・
医
学
者
・
研
究
者
等
の
補

充　
ⅲ
恒
常
的
な
現
状
分
析
・
評

価
と
改
善
策
の
更
新
。「
す
べ

て
の
死
亡
事
例
」
の
真
摯
な
検

証
と
再
発
防
止
策
の
策
定

　
ⅳ
専
門
家
と
知
事
に
よ
る
共

同
記
者
会
見
の
毎
日
開
催

　
④
実
際
に
確
保
さ
れ
て
い
る

病
床
数
の
公
表
。
臨
時
的
医
療

施
設
1
1
0
床
の
フ
ル
稼
働
に

向
け
た
府
か
ら
の
医
師
・
看
護

師
の
常
駐
強
化
と
府
内
医
療
従

事
者
へ
の
出
務
要
請
、
介
護
職

の
確
保

　
⑤
高
齢
・
障
害
等
の
入
所
施

設
に
お
け
る
陽
性
者
は
「C

 O 

V
ID

-19

診
断
の
手
引
き
」に

則
り
、
原
則
入
院
。
高
齢
者
で

あ
る
こ
と
や
障
害
の
あ
る
こ
と

を
も
っ
て
入
院
の
対
象
か
ら
外

さ
な
い
こ
と

　
⑥
入
院
ひ
っ
迫
時
の
高
齢
・

障
害
等
入
所
施
設
へ
の
府
か
ら

の
医
療
チ
ー
ム
派
遣
、
治
療
薬

投
与
も
含
め
た
治
療
の
実
施
。

医
療
チ
ー
ム
派
遣
申
請
も
含
め

た
窓
口
の
設
置

　
⑦
宿
泊
施
設
療
養
で
必
要
な

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と

　
⑧
保
健
所
の
ひ
っ
迫
を
理
由

に
入
院
・
外
来
医
療
に
つ
な
が

ら
な
い
事
態
が
発
生
し
な
い
よ

う
、
陽
性
と
診
断
し
た
医
師
が

初
期
治
療
・
健
康
観
察
を
行
う

こ
と
を
原
則
化
。
そ
れ
に
伴
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
訪
問
診
療
等
協
力
医

療
機
関
」
へ
の
協
力
金
増
額

　
今
般
の
ロ
シ
ア

軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
特
徴

的
な
の
は
、
軍
事

施
設
に
と
ど
ま
ら

ず
病
院
、
学
校
な

ど
の
民
間
施
設
や
一
般
市
民
が

攻
撃
の
対
象
と
な
り
、
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）
の
様
相

を
呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

我
々
は
従
来
、
生
存
権
、
自
由

権
な
ど
の
基
本
的
人
権
を
当
然

の
権
利
と
み
な
し
て
き
た
が
、

ロ
シ
ア
で
は
こ
の
点
で
我
々
と

は
異
な
る
価
値
観
が
採
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
ロ
シ
ア
の
権

力
者
に
と
っ
て
は
人
の
命
の
重

さ
は
我
々
が
考
え
る
ほ
ど
重
く

は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

し
て
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
ロ
シ
ア
の
指
導
者
は
、
核
兵

器
使
用
を
ほ
の
め
か
し
た
と

き
、
西
側
陣
営
は
生
命
を
重
要

視
す
る
あ
ま
り
、
参
戦
し
て
こ

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
こ
の
軍
事
侵
攻
で
我
々
が
と

る
べ
き
対
応
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
2
月
28
日
、
保
団
連
会

長
名
で
素
早
く
抗
議
声
明
が
マ

ス
コ
ミ
各
社
に
発
出
さ
れ
た
。

京
都
府
保
険
医
協
会
も
3
月
2

日
付
で
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
館
あ

て
に
抗
議
談
話
を
送
付
し
た
。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
人

が
苦
し
ん
で
い
る
最
中
の
軍
事

行
動
は
コ
ロ
ナ
対
応
を
含
め
た

医
療
現
場
に
、
さ
ら
な
る
混
乱

を
も
た
ら
す
。
物
流
の
停
滞
や

価
格
変
動
は
医
薬
材
料
等
の
供

給
不
足
を
招
き
か
ね
ず
、
実
際

シ
リ
コ
ン
カ
テ
ー
テ
ル
や
歯
科

領
域
で
使
わ
れ
る
金
属
パ
ラ
ジ

ウ
ム
の
仕
入
価
格
は
高
騰
し
て

い
る
。
今
後
の
行
方
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
軍
事
行
動
の
影
響
で

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
が
広
が
り
、
医

療
機
関
に
お
い
て
も
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
が
よ
り

急
務
と
な
っ
た
。
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
す

で
に
厚
労
省
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
策
定
し
て
い
る
が
、
今
後
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
等
で
外
部
の
環

境
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
増
え

る
と
、
急
速
に
リ
ス
ク
が
顕
在

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
民
の
年

金
資
産
を
運
用
す
る
年
金
積
立

金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人

（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
、
国
際
法
で

禁
じ
ら
れ
て
い
る
兵
器
「
ク
ラ

ス
タ
ー
弾
」
の
製
造
企
業
の
株

式
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー

弾
は
そ
の
非
人
道
性
か
ら
2
0

1
0
年
に
禁
止
条
約
が
発
効
、

日
本
も
署
名
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
軍
が
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
使
用

し
て
い
る
と
さ
れ
る
中
、
協
会

は
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
お
よ
び
核
兵

器
製
造
企
業
へ
の
投
資
を
止
め

る
こ
と
を
求
め
る
要
請
書
を
同

法
人
と
そ
れ
を
管
轄
す
る
厚
生

労
働
大
臣
宛
に
4
月
14
日
、
送

付
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
は

今
後
も
適
時
的
確
に
対
応
し
て

ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

世
界
に
混
乱
も
た
ら
す
軍
事
侵
攻

基
本
的
人
権
の
尊
重
共
有
を

第
6
波
総
括
と
感
染
拡
大
備
え
る
方
策
を

施
設
入
所
高
齢
者
ら
の
死
亡
事
例
受
け
府
に
要
請

　
協
会
は
5
月
16
日
、
京
都
府
に
要
請
書
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の
真
摯
な
中
間
総

括
と
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
に
備
え
る
方
策
の
具
体
化
を

求
め
る
」
を
提
出
し
、
京
都
府
議
会
各
会
派
に
も
要
請

書
を
届
け
た
。

　
今
回
の
要
請
は
第
6
波
（
2

0
2
1
年
12
月
21
日
〜
22
年
3

月
31
日
）
に
お
い
て
3
7
5

人
、
第
5
波
の
7
倍
と
さ
れ
る

死
亡
者
数
が
記
録
さ
れ
、
う
ち

60
歳
以
上
が
3
6
0
人
（
96

％
）
を
占
め
る
実
情
（
4
月
28

日
付
京
都
新
聞
報
道
）
を
受

け
、
府
の
新
興
感
染
症
対
策
の

最
重
要
課
題
は
い
か
に
死
亡
者

を
発
生
さ
せ
な
い
か
で
あ
る
と

の
立
場
か
ら
行
っ
た
。

　
こ
の
要
請
に
先
立
ち
、
協
会

は
独
自
に
病
院
お
よ
び
施
設
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
入
所
す
る
施
設
で
は
陽

性
と
な
っ
た
方
が
入
院
で
き

ず
、
施
設
療
養
を
求
め
ら
れ
死

亡
す
る
と
い
う
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
事
例
が
多
数
確
認
さ
れ

た
（
関
連
3
面
）。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
5
月
14
日
付

で
京
都
新
聞
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

第
6
波

　
急
変
、
入
院
で
き
ず

死
亡
15
人
」
と
し
て
大
き
く
報

じ
た
。
20
日
に
朝
日
も
報
道
。

　
調
査
結
果
を
受
け
て
、
協
会

は
京
都
府
に
対
し
、「
必
要
な

医
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
て

い
れ
ば
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

た
可
能
性
が
あ
る
死
は
、
す
べ

て
政
策
に
よ
る
死
で
あ
り
、
高

齢
者
は
ハ
イ
リ
ス
ク
で
あ
る
と

い
う
基
本
を
無
視
し
た
結
果
」

と
厳
し
く
指
摘
し
、
以
下
に
つ

い
て
要
請
し
た
。

協
会
の
要
請
事
項（
要
約
）

　①
保
健
所
は
じ
め
行
政
機

関
・
受
入
病
床
・
臨
時
的
医
療

施
設
等
の
社
会
資
源
の
総
量
・

人
員
体
制
の
公
的
責
任
に
拠
る

拡
大

　
②
第
6
波
に
お
け
る
高
齢
・

障
害
等
の
入
所
施
設
に
お
け
る

発
生
状
況
、
入
院
可
否
、
重
症

化
・
死
亡
の
状
況
等
の
公
表

府内の開業医、入院医療機関、高齢者施設、
医療・社会保障関係団体の方が対象です !

高齢者・障害者施設におけるコロナ患者留置問題を考える 第１回ミーティング

日 時  ６月18日（土） 午後2時～4時
内 容  ①「第６波」の実態調査報告 
 ②現場の実態報告（開業医・病院・施設等） 
 ③研究者のコメント 
 ④アピールの採択
形 式  Zoomミーティング 参加費   無料（要申込）
問合先  京都府保険医協会事務局

６月14日（火）までに下記
フォームよりお申し込み
下さい。
ズーム招待状は開催の２
日前までにお送りします。

https://forms.gle/wtdE7c9c65CRLHhr6

社会福祉法人七野会　
京都民主医療機関連合会　
京都社会保障推進協議会　
きょうされん京都支部　京都府保険医協会

よびかけ
団体

申込方法

協会調査を報じた2022年 5 月14日付 京都新聞朝刊

2 0 2 2 年 （令和 4年） 5 月 2 5 日 第 3 1 2 2 号京 都 保 険 医 新 聞（ 1 ） 毎月10日・25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

改
定
こ
う
み
る（
小
児
科
・
産
婦
人
科
）

�

（
2
面
）

地
区
と
の
懇
談
（
福
知
山
）

�

（
2
面
）

コ
ロ
ナ
第
6
波
影
響
調
査�

（
3
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

京都新聞（5月14日）で協会調査が紹介された

京
都
協
会 

第
6
波
の
影
響
調
査

　
３３
病
院
の
う
ち
、
確
保
病

床
数
を
超
え
て
患
者
を
受
け

入
れ
た
の
は
９
病
院（
２７
％
）

で
、
患
者
数
は
少
な
く
と
も

延
べ
１
９
９
人
に
の
ぼ
る
。

確
保
病
床
数
で
は
明
ら
か
に

足
り
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
多
い
と

こ
ろ
で
「
１１
日
間
で
７７
人
」

「
２６
日
間
で
４９
人
」を
受
け
入

れ
て
い
た
。
ま
た
、
搬
送
時

に
心
肺
停
止
状
態
だ
っ
た
例

は
７
病
院
で
２２
人
に
上
っ

た
。

　
京
都
府
に
望
む
こ
と
に
つ

い
て
は
、「
入
院
医
療
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
必
要
な

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
「
第
６
波
」
で
感
染
し
た
高
齢
者
等
が
施
設
に
留
め
置
か

れ
た
問
題
に
つ
い
て
、
京
都
協
会
は
、
コ
ロ
ナ
患
者
受
入
病
院
と
高
齢
者
・
障
害
者
施
設

に
影
響
調
査
を
実
施
。
調
査
結
果
を
元
に
、
京
都
府
に
要
望
書
を
提
出
し
、
第
６
波
の
総

括
と
感
染
拡
大
に
備
え
る
方
策
を
求
め
た
。

図　京都府に望むこと（複数回答）
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正確なデータの公表

その他

（％）

支
援
施
設（
４９
）

の
合
計
２
７
８

施
設
を
対
象
に

実
施
。
１
２
０

施
設
（
４３
％
）

か
ら
回
答
が
あ

っ
た
。

　
施
設
内
で
の

感
染
に
つ
い

て
、「
利
用
者
に

出
た
」
６５
施
設

（
５４
％
）、「
ス
タ

ッ
フ
に
出
た
」

８５
施
設（
７１
％
）

で
、「
出
な
か
っ

た
」
は
２０
施
設

　
大
阪
府
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
6
波
で
コ

ロ
ナ
死
者
数
が
全
国
最
多
に
。
保
健
所
業
務
は
急
激
に
ひ

っ
迫
、
医
療
は
崩
壊
し
、
救
え
る
命
が
救
え
な
い
事
態
と

な
っ
た
。
大
阪
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
、
保
健
所
の
現
状
と
課

題
を
振
り
返
る
。

維
新
府
政
で
職
員
を

さ
ら
に
削
減

　
大
阪
府
内
の
保
健
所
数
は

６１
カ
所
（
２
０
０
０
年
）
か

ら
１８
カ
所
（
２０
年
）
に
削
減

さ
れ
た
。
大
阪
市
の
保
健
所

は
わ
ず
か
１
カ
所
し
か
な
い
。

出
口
す
ら
見
え
な
い
状
況
に

陥
っ
た
。

　
吉
村
洋
文
知
事
は
、
保
健

所
の
職
員
増
員
や
体
制
を
十

分
に
強
化
せ
ず
、
２１
年
８
月

に
は
「
１
０
０
０
床
単
位
の

野
戦
病
院
を
作
り
た
い
。
で

き
な
い
理
由
よ
り
で
き
る
理

由
を
考
え
る
」
と
表
明
し
た
。

実
際
に
作
ら
れ
た
の
は
「
病

院
」
で
は
な
く
「
療
養
・
隔

離
施
設
」
で
あ
り
、
入
所
で

き
る
の
も
若
い
人
に
限
ら
れ

た
。
総
予
算
８４
億
円
を
か
け

整
備
し
た
も
の
の
、
入
所
者

は
１
日
最
大
で
７０
人
、
累
計

で
も
３
０
０
人
に
も
満
た

ず
、
５
月
に
は
閉
鎖
・
撤
去

さ
れ
た
。

　
カ
ジ
ノ
や
万
博
を
優
先
す

る
府
政
で
は
な
く
、
公
衆
衛

生
、
医
療
、
福
祉
を
最
優
先

に
す
る
府
政
へ
と
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
阪
協
会
理
事
長
　
宇
都
宮
健
弘

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
対
応
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
大
阪

府
・
市
政
の
迷
走
ぶ
り
は
依

然
と
し
て
続
い
て
い
る
。
救

え
る
は
ず
の
命
が
救
え
な
い

状
況
、
そ
の
背
景
に
は
何
が

あ
る
の
か
。
感
染
拡
大
第
6

波
を
迎
え
た
時
期
に
大
阪
府

は
人
口
当
た
り
の
重
症
者
数

の
症
状
悪
化
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
も
認
め
ら
れ
た
。
感
染

確
認
さ
れ
た
人
へ
保
健
所
か

ら
電
話
連
絡
で
健
康
管
理
を

行
う
「
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
」

の
対
象
は
６５
歳
以
上
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
あ
る
人
に
と
ど

ま
り
、
外
来
入
院
は
中
等
症

Ⅱ
以
上
に
限
ら
れ
た
。

大
規
模
医
療
セ
ン
タ

ー
は
早
々
に
撤
退

　
大
阪
維
新
府
・
市
政
は
コ

ロ
ナ
の
検
査
や
治
療
が
困
難

な
医
療
機
関
を
一
律
「
非
コ

ロ
ナ
受
け
入
れ
病
院
」
と
す

る
一
方
で
コ
ロ
ナ
を
軽
視
し

科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
か
な

い
施
策
を
続
け
た
。

　
急
性
期
病
床
の
削
減
に
加

え
、
大
阪
南
港
に
設
置
し
た

大
規
模
医
療
・
療
養
セ
ン
タ

ー
は
医
師
・
看
護
師
の
配
置

の
不
備
で
早
々
に
撤
退
す
る

と
い
う
有
様
で
あ
る
。
　
　
　

　
わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者
が

こ
こ
ま
で
の
状
況
か
ら
提
言

す
る
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

を
早
期
に
発
見
、
隔
離
し
検

査
体
制
、
保
健
所
・
医
療
体

制
の
強
化
を
一
刻
も
早
く
整

え
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ジ
ノ

や
万
博
を
優
先
す
る
の
で
は

な
く
、
府
民
の
命
を
第
一
に

考
え
る
政
策
を
推
し
進
め
る

こ
と
こ
そ
が
最
重
要
課
題
で

あ
る
。

発
生
し
、
高
齢
者
の
方
が
自

宅
や
施
設
に
放
置
さ
れ
亡
く

な
っ
た
。
　

　
大
阪
府
職
労
は
昨
年
７
月

に
、
大
阪
府
に
対
し
て
「
要

望
書
」
を
提
出
し
、「
療
養
ホ

テ
ル
を
充
実
さ
せ
、
必
要
な

看
護
師
を
配
置
し
、
適
切
に

医
療
・
看
護
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
高
齢
者
施

設
に
対
し
、
適
切
な
支
援
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
」
を
求

め
て
き
た
。
し
か
し
、
入
院

も
宿
泊
療
養
も
で
き
な
い
実

態
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
維
新
府
政
は
、「
出
口
戦
略

を
示
す
」
と
言
い
「
大
阪
モ

デ
ル
」
と
い
う
独
自
基
準
ま

で
作
り
、
病
床
使
用
率
を
指

標
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
、
入
院
を
抑

制
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
が

コ
ロ
ナ
死
者
数
最
多
で
あ

る
。 

出
口
戦
略
ど
こ
ろ
か
、

　
０８
年
に
大
阪
維
新
の
会
の

橋
下
徹
大
阪
府
知
事
が
誕
生

し
「
全
国
一
ス
リ
ム
な
自
治

体
を
つ
く
る
」
を
目
標
に
掲

げ
、
保
健
所
職
員
も
減
ら
さ

れ
続
け
た
。
人
口
あ
た
り
の

職
員
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

と
な
っ
た
。
橋
下
氏
は
自
身

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
２０
年
４
月

３
日
に
「
徹
底
的
な
改
革
を

断
行
し
、
有
事
の
今
、
現
場

を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
」
と
認

め
て
い
る
。

　
第
４
波
で
は
、
高
齢
者
施

設
で
連
日
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

・
死
者
数
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
の
汚
名
を
受
け
た
。

　
病
院
の
ベ
ッ
ド
は
コ
ロ
ナ

感
染
者
で
あ
ふ
れ
、
適
切
な

治
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
患
者
、

不
幸
に
し
て
亡
く
な
る
人
も

い
た
。
高
齢
者
施
設
に
お
い

て
も
ク
ラ
ス
タ
ー
増
加
の
方

向
に
あ
る
な
か
、
施
設
で
の

感
染
者
が
入
院
で
き
ず
、
そ

の
ま
ま
亡
く
な
る
と
い
う
事

態
も
み
ら
れ
た
。

　
感
染
者
の
発
生
届
の
入
力

漏
れ
が
報
告
さ
れ
、
罹
患
者


